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■N o.： FA-27 
■分類：疲労強度・寿命 

 

 

実機の高サイクル熱疲労寿命は，高温疲労試験結果から予測してもよいですか． 

 

 

参照 QNo.：FA-24, FC-13 

 

 

高サイクル熱疲労は，温度の異なる流体が混流する配管の合流部などで，高・低温水合流の温

度揺らぎ(1)または熱成層界面の変動により起こる．実機の高サイクル熱疲労寿命は，高温疲労試験

結果から予測できる． 

高サイクル熱疲労試験結果を高温疲労試験結果と比較した結果，同じ応力振幅，平均応力およ

び最高試験温度に対して，熱疲労試験で得られた疲労寿命と，高温疲労試験で得られた疲労寿命

は，ほぼ一致することが報告されている(2)(3) 

なお，具体的な評価方法としては，2003 年に「配管の高サイクル熱疲労評価指針 JSME S017」(4)

が策定されている．本指針では，熱疲労寿命に影響を与える温度および応力変動の要因を，段階

的に考慮しながらスクリーニングを進める．ステップ 1 では，合流前の流体温度差が，材料の疲労限

度に対応する温度差未満となるように制限する．ステップ２では温度揺らぎ幅の減衰効果を考慮す

る評価，ステップ 3 では熱応力を考慮する評価，ステップ 4 では疲労累積係数を考慮する評価を行

う．疲労累積係数を考慮する評価は，不規則波形からレインフロー波形への分解によって応力（温

度）振幅と繰返し数を求め，マイナー則による疲労累積係数を算定する．このように，高サイクル熱

疲労寿命の予測は，高温疲労試験結果に基づき行う．  
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